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富士見小 【凡例】（公共交通） 

 既存バス路線・停留所 

 運行本数（上下計 77 本/平日） 77

土地利用 

①生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）が地区内や周辺に立地しています。 

土地利用 

②鶴田第２土地区画整理事業を進めています。

【凡例】（土地利用） 

 富士見地区 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 スーパー 

 ドラッグストア 

 介護保険サービス 

 子育て支援施設 

 病院/診療所 

  科診療所 

 銀行 

公共交通 

①鹿沼街道・楡木街道を通る東西のバスや栃木街道・

陽西通りを通る南北のバスが地区内を運行してい

ます。 

②地区内を通る全てのバスが大通りを経由してＪＲ 

宇都宮駅に運行しています。 

③ＪＲ宇都宮駅と富士見地区との間のバスの運賃は

全て２１０円となっています。 

公共交通 

⑥バスが不便な地域が存在しています。 

公共交通 

公共交通 

⑤南宇都宮駅へのアクセスが弱い状況です。

④道路が狭く，バスの運行が困難な

地域が存在しています。 

富士見地区の現状（土地利用・公共交通） 
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公共交通 

①「ＪＲ鶴田駅 ⇔ 作新前通り ⇔ ＪＲ宇都宮駅」

を運行するバスの新設を検討します。 

②「鹿沼方面 ⇔ いちょう通り ⇔ ＪＲ宇都宮駅」

を運行するバスの新設を検討します。 ④ＬＲＴと役割分担し，「トランジットセンターにおいて

ＬＲＴと接続するバス」「大通りを快速運行するバス」

「いちょう通りを運行するバス」を検討します。 

③南宇都宮駅へのアクセス向上を

検討します。 【凡例】 

 富士見地区 

 高次都市機能誘導区域 

 都市機能誘導区域 

 居住誘導区域の範囲イメージ 

 既存バス路線・停留所 

 新設バス路線イメージ 

 ＬＲＴ計画区間・停留場(点線はイメージ) 

 交通結節機能（トランジットセンター等） 

高次都市機能誘導区域 

①都市の魅力やまちなかの賑わい創出につながる

高次都市機能（医療，商業，教育など）を維持・

誘導します。 

②便利なまちなかに居住を誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。 

都市機能誘導区域 

①生活に便利で身近な施設（医療・福祉，子育て，

商業など）を維持・誘導します。 

②便利な拠点に居住を維持・誘導します。 

③誘導策により誘導施設の立地を促進します。 

居住誘導区域 

①便利な幹線交通軸（幹線道路など）の沿線や

計画的な都市基盤整備を行っている場所に

居住を維持・誘導します。 

②転入のための誘導策を検討します。 

郊外住宅地等居住エリア（居住誘導区域外） 

○市街化区域の住宅地としてゆとりある居住環境を

維持・形成します。 

※ 集合住宅や一定規模以上（3 戸以上又は敷地

1,000 ㎡以上）の住宅開発は法に基づく届出が必要

です。 

富士見地区における将来の取組イメージ 



富士見地区の将来像

・バス路線の新設により，通勤・
通学がより便利に快適に

・ＬＲＴとバスの役割分担により，
中心部へのお出かけが便利に

・駅との接続を強化することで，
市外への移動利便性も向上

バス路線

ＬＲＴ

都市機能誘導区域

高次都市機能誘導区域

居住誘導区域の範囲イメージ

公共交通を使いながら，病院や買い物に便利なまちなかで歩いて暮らせる快適な生活

職場や学校
に近くて便
利だね

車が使えなくて
も便利な公共
交通で駅まで快
適に行けるね

バスが充実して
いるから買い物
や映画館に行く
にも困らないね

保育所などが
近くて子育て
しやすいね

・医療や商業施設など身近な
生活に便利な施設が充実

・計画的な都市基盤の整備により
安全・安心な居住環境が形成


